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問題13 行政指導に関する次の記述のうち、行政手続法の規定によれば、妥当なものはい

くつあるか。

ア 行政手続法において定義する行政指導は、一定の行政目的を実現するため特定の

者に一定の作為又は不作為を求める行為とされており、当該行政機関の組織法上の

根拠は必ずしも必要とされていない。

イ 法律に根拠を有し、かつ、法令に違反する行為の是正を求める行政指導の相手方

に限り、当該行政指導が当該法律に規定する要件に適合しないと思料するときは、

当該行政指導をした行政機関に対し、その旨を申し出て、当該行政指導の中止その

他必要な措置をとることを求めることができる。

ウ 行政指導に携わる者は、その相手方に対して、当該行政指導の趣旨等を口頭で示

した場合において、その相手方から行政指導の趣旨等を記載した書面の交付を求め

られた場合には、これを交付するように努めなければならない。

エ 行政指導に携わる者は、当該行政指導をする際に、行政機関が許認可等をする権

限又は許認可等に基づく処分をする権限を行使し得る旨を示すときは、その相手方

に対して、当該権限を行使し得る根拠となる法令の条項及び当該条項に規定する要

件などを書面で示さなければならない。

オ 同一の行政目的を実現するため一定の条件に該当する複数の者に対し行政指導を

しようとするときは、行政機関は、あらかじめ、事案に応じ、行政指導指針を定め、

かつ、行政上特別の支障がない限り、これを公にしておかなければならない。
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